
【湯沢駅周辺複合施設整備基本計画（案）】中間案（令和３年11月）からの主な修正点

№ ページ 内 容 現在の記載
修正内容

（修正箇所は赤字）

1 － 全体的に文言、体裁等を修正 － －

2 2
「図１ 事業対象地」に「除雪車格納
庫」を図示

－ 事業対象地の図内に除雪車格納庫227㎡を追記

3 45
「図18 事業対象地の特徴」のエリア④
に「除雪車格納庫」を図示

－
エリア④の図内に除雪車格納庫を図示すると
ともに、エリア④の説明文に「・除雪車格納
庫（建築面積約227㎡）が整備済み」を追記

4 46
「土地利用計画の基本方針」の④国道13
号からのアクセスに係る説明を修正

④（前略）湯沢駅周辺複合施設利用者の国道
13号から市道（消防署裏１号線）への進入は
原則不可とし、南新町南線から事業対象地へ
のアクセスを基本とします。

④（前略）湯沢駅周辺複合施設利用者の国道
13号からのアクセスの可否を検討します。

5 46

「土地利用計画の基本方針」の⑤冬期の
入出庫及び除雪作業に係る説明を修正
※関連して「図19 土地利用計画におけ
る基本方針」も修正

⑤冬期の豪雪時においても安全な入出庫及び
除雪作業が可能となるよう、ゆとりを持った
駐車場の配置計画とします。

⑤冬期の豪雪時においても安全な入出庫及び
除雪作業が可能となるよう、ゆとりを持った
駐車場の配置計画とし、駐車場と整備する複
合施設のアクセスでは雨や雪に濡れないよう
なアプローチを検討します。また、エリア④
では除雪車格納庫から市道（南新町南線）へ
の動線を確保します。

6 47

「施設計画の基本的な考え方（誰もが安
心して利用できる施設）」のプライバ
シー確保及びバリアフリーに係る説明を
修正

プライバシーの確保や、バリアフリー性を向
上させ、快適に利用できる施設とします。

不特定多数の利用に対してプライバシーの確
保や、バリアフリー性を向上させ、防犯上、
安全上の観点から快適に利用できる施設とし
ます。

資料３(別紙)
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№ ページ 内 容 現在の記載
修正内容

（修正箇所は赤字）

7 55
「表30 概算事業費」に事業費や想定す
る財源等を追記

項目 事業費

調査・設計費(測量・地質・設計) 約●億円

建設工事費(建築本体、設備、什
器備品等)

約●●億円

その他工事費(外構、駐車場) 約●億円

合計 約●●億円

※上記事業費は消費税10％を含む金額であ
る。

※上記事業費には、事業期間中の維持管
理・運営費は見込んでいない。

項目 事業費

土地購入費(土地開発基金保有分
(7,305㎡)の買戻しに係る費用)

約4.5億円

調査・設計費(測量・地質・設計) 約2.4億円

建設工事費(建築本体、設備、什
器備品等)

約29.2億円

その他工事費(外構、駐車場、市
道の付け替え等)

約4.7億円

合計 約40.8億円

※上記事業費に対する財源として、国庫補
助金（都市構造再編集中支援事業等）、並
びに、地方債（過疎対策事業債等）の活用
を想定している。

※上記事業費には、事業期間中の維持管
理・運営費は見込んでいない。

※上記事業費は、消費税及び地方消費税
10％を含む金額である。

※上記事業費は、設計前の概算額であるた
め、資材・労務費の価格変動等の社会情勢
の変化などにより、今後、変更になる可能
性がある。
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